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 論文題名 
Investigation of Cervical Intervertebral Discs Before and After Surgery for 
Adolescent Idiopathic Scoliosis 
 
 研究目的 
 特発性側弯症は幼少時からの脊柱変形が特徴であるが、脊柱変形矯正固定術後に頚椎椎
間板の変化を検討した報告はない。年齢と共に頚椎椎間板は変性する事は知られてお  
り、日本人には頚椎症性脊髄症の発症が多いとされている。成人での頚椎椎間板の報告
はあるが、小児についての方向はない。本研究は 20 歳未満の特発性側弯症対して手術
を施行した症例の術前と術後 10 年経過での頚椎椎間板の経時的変化を検討する事を目
的とした。                                     
 
 研究方法   
対象は特発性側弯症に対して 1997年～2003年に手術を施行し、術前及び術後 10 年で MRI   
を撮影した 89 例であり、それらの症例の頚椎 MRI から T2 Sagittal 像で脊髄の輝度と形態
を基準に椎間板を評価した。輝度は Normal、Dehydration、Intermmediate、Degeneration
の 4段階に分類した。Contorl 群として側弯症術後 10年時の年齢と Matchした頚部痛のない
Volunteer 群 35 例を選出し MRIを撮影し、それぞれ椎間板の輝度を比較検討した。 
 
研究成績及び考察 
 AIS 群は 89例、534 椎間板、Control群は 35例、210 椎間板あった。本研究の対象が 10-30
歳までの女性であったため、椎間板評価においてすべての症例で Degeneration に属する椎
間板変性を呈する椎間板がなかった。 
椎間板輝度の変化を高位別でみると、すべての椎間において術前よりも術後で Dehydration
及び Intermeddiateが占める率が増加していた特発性側弯症群における術前後の比較では、
全椎間で術後に輝度低下が増加しており、C7/T1 以外の椎間で有意差があった.一方、
Control群では C7/T1 以外の椎間で輝度低下が半数以上を占めていたが、術後群と Control
群の間には有意差を認めなかった。特発性側弯症の手術例の MRI 画像で特徴的であったの
は、術後 10 年時における頚椎上位、中位(C2/3-C6/7)の輝度低下傾向が著明であったこと
であり、下位頚椎(C7/T1)では術後の輝度変化は少なかったことである。 特発性側弯症で
は側弯矯正固定術が頚椎椎間板の変性変化に術後 10年においても影響は与えておらず、加
齢的変化の範囲内の変化のみであった。今後、症例を重ねて更なる検討が必要と考えられ
た。 
 
結論 
術後長期経過観察により特発性側弯症の頚椎椎間板の変化を MRIにて評価した。 
その結果、術前に比較して頚椎椎間板の輝度は術後に有意に低下していた。 
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論文題名 
Investigation of Cervical Intervertebral Discs Before and After Surgery for 
Adolescent Idiopathic Scoliosis 
（特発性側弯症における術前後の頸椎椎間板に関する検討） 
結果の要旨 
本研究では、20歳未満の特発性側弯症対(AIS)に対して手術を施行した症例の、術前と術
後10年経過時における頸椎椎間板の経時的変化を検討した。頸椎MRIを用いてT2 sagittal
像で脊髄の輝度と形態を基準に椎間板を評価した。椎間板輝度の変化を高位別でみると、
すべての椎間において術前よりも術後で dehydration及び intermediateが占める率が増加
していた。AISにおける術前後の比較では、全椎間で術後に輝度低下が増加しており、C7/T1
以外の椎間で有意差を認めた。一方、健常者(control)群では C7/T1 以外の椎間で輝度低下
が半数以上を占めていたが、AIS群と control群の間には有意差を認めなかった。AISに対
するは側弯矯正固定術は頸椎椎間板の変性変化に術後 10 年においても影響は与えておら
ず、加齢的変化の範囲内のみであった。これらより 20歳未満で AISに対し手術を行う際に
は術後 10年では頸椎椎間板へ与える影響は少ない事が示唆された。以上の研究、質疑応答
の結果を踏まえ、審査委員全員から本論文は医学博士の論文に値すると評価された。 
 
